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【研究の背景・目的】 

我々は最近、ダイナミックレンジ 10 桁（SN 比 10
桁）という優れた性能を有する光注入型テラヘルツ
パラメトリック発生検出システムの開発に成功した。 
さらにこのシステムの検出方式はコヒーレントなテ
ラヘルツ波のみに感度を有するため、測定ターゲッ
ト中を直線的に透過した成分のみを計測し、散乱光
は計測しないという、理想的な高精細イメージング
が可能となる。本研究では、この新方式の長所を活
用した透過型 CT および分光イメージングを実現し、
例えば、プラスチック製品やセラミクス製品内部の
欠陥検査、厚手の郵便物内に隠された禁止薬物検出、
製薬工場でのロットミス検出、などの社会的ニーズ
に応え得る非破壊検査システムを、超高感度で実現
することを目的とする。 
 

【研究の方法】 
研究期間内に明らかにする項目は、①光注入型テ

ラヘルツパラメトリック発生検出システムを用いた

超高感度テラヘルツ分光イメージングシステムの実

現 ②光注入型テラヘルツパラメトリック発生検出

システムを用いた超高感度テラヘルツヘテロダイン

CT システムの実現 ③光注入型テラヘルツパラメト

リック発生検出システムの1THz以下の低周波域への

拡大、および④上記システムの各種応用に対する実

用性能評価および基盤技術の醸成である。 
項目③は、理化学研究所の南出、林研究員が担当

し、1THz 以下の領域における光注入型テラヘルツパ
ラメトリック発生器の開発を目的としている。1THz
以下の帯域では、紙、ビニール、プラスチック、セ
ラミクス、衣類、試薬、錠剤、など本研究で対象と
する測定ターゲット中に含まれる様々な物質の透過
率が高くなる。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究ではまず、テラヘルツ分光/イメージングシ

ステムを高いレベルで実現し、従来不可能であった、
厚手の郵便物等に隠された禁止薬物の検出などを可
能にする。さらに、従来透過イメージングが困難で
あった複雑な構造のプラスチック製品やセラミクス
製品などの欠陥検査へ供するテラヘルツヘテロダイ
ン CT システム（図 1）を実現する。なお、これらの
分光･イメージング技術に対する要請は、申請者らが
過去に共同研究を進めてきた企業などからも大きく、

それらの要請に応えうる新技術を世界に先駆けて日
本から発信する意義は大きい。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 25 年度－29 年度 

 163,500 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/optlab/ka
wase/ 
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図 1 is-TPG を発生/検出に用いる THz ヘテロ
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